
















































 図 3．ロードセル検定結果          図 4．強度試験結果 
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4．試験結果 
 図 4 に強度試験で得られた荷重応答の時間変化を示します。値が零付近まで急激に下が
る点で、試験片が破壊されました。荷重の最大値は、充填率 80%で 222.5kgf、充填率 10%
で 63.4kgfとなりました。グラフの形状からは、80%試験片が突然破損する一方、10%試験
片は徐々に変形し耐力が低下する様子が見て取れます。実際の破損状況も図 5に示す通り、
80％のものは完全にはじけ飛び、10%のものは一部が陥没していることがわかります。 
 
 
図 5．試験片破損状況 
 
5．まとめ 
 今回、円筒形の造形物を対象に強度試験を実施し、最大で 200kgfという耐荷重値が得ら
れました。当然この値は造形物の形状や試験方法によって大きく異なると思われます。た
だこれまでは造形物がどの程度の荷重に耐えられるのか、充填率によってどの程度違いが
あるのかが全く未知であったため、今回の結果が多少なりとも今後製作する際の判断材料
になることを期待します。 
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